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4歳児の自由遊びとコミュニケーション
―観察法による幼稚園児と保育園児の比較―
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はじめに

• 保育施設 幼稚園

保育園

保育園・幼稚園の規定
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幼稚園 保育園

管轄 文部科学省 厚生労働省

法令 学校教育法 児童福祉法

入園可能年齢 満3歳児～小学校就学前 0歳児～小学校就学前

保育時間・日数 標準4時間以上 原則8時間以上

一年間の保育日数 39週を下回らない 特別な規定なし

給食 任意 義務

保育者資格 幼稚園教諭(幼稚園教諭免許) 保育士(保育士資格)



目的

• 幼稚園・保育園それぞれに通う園児たちの

遊びの内容・遊びの中でのコミュニケーションに

違いはあるのかを明らかにする。
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調査概要

• 調査期間：2016年7月20日～9月13日

• 対象者：奈良市内の二箇所の幼稚園と二箇所の保育園

4歳児各8名ずつ 計32名

• 調査方法：観察

本研究ではタイムサンプリング法による観察を行った。

また７つの項目が記されたチェックシートを使用し、許可が得られた
園のみビデオカメラ撮影も平行して行った。
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結果1：発語・発声
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• 幼稚園児と保育園児のチェックシートでの度数を用いてｔ検定を行った
⇒全ての項目において有意な差は見られなかった
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会話

保育園 幼稚園

会話行動は幼稚園・保育園両方において
よく見られた。



結果2：遊びの種類
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平行遊び

保育園 幼稚園
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一人遊び

保育園 幼稚園

連合遊びは保育園児に、平行遊
びは幼稚園児にやや多い傾向に
あった。



結果3：遊びの人数
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遊びに取り組む平均人数

保育園 幼稚園

１つの遊びに取り組む際の最高人数は幼稚園が多く、その平均
人数もやや多い傾向にあった。



結果4：KJ法による分析

集団を気にする

・一人で遊んでいる際に集団で遊
んでいるグループを目で追う
・周りで集団が遊んでいると近づ
き、様子を伺う

カメラが気になる

・ビデオカメラの撮影を気にし
て目線を向ける・手を伸ばす

周囲を気にする

一人で自由に行動する

・連合遊びの最中にいきなり一
人で走り出す
・観察時間の中で何度も遊びを
移行する

一人で遊ぶ

・周りに園児がいなくなっても一人
で遊びを続行する
・砂場やブランコなどで一人で遊ん
だり、ぼーっとしたりする

周囲を気にしない

自慢する
友達や先生に自分の
成果等を自慢する

会話が多い

・観察時間15分の中で会話を行う回
数が多い
・自ら他児に多く話しかける

視線行動が多い

・会話の中で視線行動が行われる回
数が多い

友達と会話を楽しむ

・先生や周囲の大人に自ら話し掛け
に行く
・他児からの話し掛けには答えない
が、先生からの話し掛けには答える
・先生に褒められていた園児の真似
をし、先生に褒めてもらおうと行動
する

他児の行動や言動、遊びを模倣する

一定の友達とだけ遊ぶ

・他児と協力して同じ道具
を使って泡遊びをする
・他児が欲している用具を
見つけ、手渡す

・自分の使っていた道具を他
児に触られると嫌な顔を見せ
る
・他児が使っている遊具をい
きなり横取りする
・遊びへの参加を求めてきた
他児に前向きではない

・気に入らないことがあると
他児に手を出す
・友達と言い争いをしたり、
大声をあげたりする

15分間同じ遊びを続ける

・遊びの最中、自分からは話
し掛けない、喋らない
・相手が泣き出しても話し掛
けず無反応

・「うわー！」等と独り言を言うこ
とが多い
・会話より独り言が多い

・他児の発言を指摘する
・遊びの中で友達に指示を出す

自然の中で遊びを見つける
・虫の観察、虫への興味
・植物の観察
・小石を集める

ごっこ遊びを行う

友達の遊びの様子を実況する

道具を使わない遊び

砂遊び
・砂をいじる、協力して砂山を作る
・砂を使って料理の真似事をする

泡遊び
・石鹸を使用し、泡立てて遊ぶ
・協力して絞りを使ったり、作品を
作る

シャボン玉遊び
・シャボン玉を作る
・友達の作ったシャボン玉を追いか
け、割って遊ぶ

紙皿で工作

何かを作り出す遊び

スーパーボー
ル・魚すくいを
して遊ぶ

トランプで遊ぶ

・ブランコで遊ぶ
・ロープを使って遊ぶ
・鉄棒で遊ぶ
・玉いれをする
・網状遊具を登って遊ぶ
・三輪車に乗る
・平均台、跳び箱等を利
用したサーキットで遊ぶ

体を使った遊び

道具を使った遊び

鬼ごっこを行う

園児より先生を好む

協力的

非協力的

気性が荒い

喋らない

独り言が多い



考察・感想

• 幼稚園児と保育園児の遊びの中で見られる遊びの内容・

コミュニケーションに大きな違いはない

• 4歳児に共通して見られる特徴・傾向が見られ、男女差や遊具の

種類・数等がそれらに影響を与える可能性が考えられる

• 幼稚園・保育園どちらの保育施設も、他児と会話し遊ぶ中で

集団としての行動・協調性を学ぶことの出来る成長過程において

重要な役割を担う場所であると感じた

9



10

ご清聴ありがとうございました。


